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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者の体腔に対して送気可能な内視鏡の送気管路を介して気体を送気する送気手段と、
　前記送気手段を送気状態又は送気停止状態に切り換える切換え手段と、
　前記送気手段による動作時間を計測する時間計測手段と、
　前記送気管路内に送気される前記気体の流量を測定する流量計測手段と、
　前記流量計測手段からの計測結果に基づき前記時間計測手段による前記動作時間の計測
の開始時期を演算処理する比較演算手段と、
　前記切換え手段を制御して前記送気手段を送気状態にしてから、前記比較演算手段から
の演算結果に基づく計測の開始時期で前記時間計測手段による前記動作時間の計測を開始
し、前記時間計測手段により計測された前記動作時間が予め設定された設定時間に到達し
た際に、前記送気手段を送気状態から送気停止状態に切換えるように前記切換え手段を制
御する制御手段と、
　を具備し、
　前記比較演算手段は、前記流量計測手段による計測結果を用いて予め決められた単位時
間の流量変化量を算出するとともに、この算出結果と設定した閾値とを比較し、この比較
結果に基づき前記時間計測手段による前記動作時間の計測の開始時期を演算処理すること
を特徴とする送気装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、観察を行うための気体を内視鏡の送気管路を介して管腔内に供給する送気装
置及び送気装置を有する内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、例えば大腸等の管腔内に内視鏡の挿入部を挿入して処置部位を治療する手技が行
われている。この手技においては、患者の大腸等の管腔内に内視鏡の挿入部が挿入される
。そして、内視鏡視野を確保する目的及び処置具を操作するための領域を確保する目的の
ために、前記内視鏡の送気管路を介して管腔内に気体が注入される。
【０００３】
　管腔内に気体を注入することによって、管腔が膨らんだ状態になる。すると、管腔内に
挿入された内視鏡によって、処置部位の観察及び内視鏡の処置具チャンネルを介して挿入
された処置具の確認を行いながらの処置等を行うことができる。
【０００４】
　なお、前記気体としては、例えば従来用いられていた空気に替えて、生体に吸収され易
い二酸化炭素ガス（以下、炭酸ガスと記載する）が使用される。
【０００５】
　このような手技を行う際には、大腸等の管腔内に挿入する軟性な挿入部を備えた軟性内
視鏡（以下、内視鏡と称す）と、この内視鏡に接続される光源装置及びカメラコントロー
ルユニットと、内視鏡の挿入部、操作部及びユニバーサルコード内に設けられている送気
・送水管路を介して管腔内に観察用の気体として炭酸ガスを供給する送気装置及び炭酸ガ
スボンベと、を備えた内視鏡システムを構成して行われる。
【０００６】
　前記従来の内視鏡システムは、前記炭酸ガスボンベから延出する高圧ガス用チューブを
前記送気装置の入力側に連結し、この送気装置の出力側には、基端側が前記光源装置に接
続された管腔用の送気チューブの一端側を連結する。
【０００７】
　このことによって、前記光源装置に連結されている内視鏡の挿入部を、例えば患者の肛
門から大腸内に挿入した状態にして、前記送気装置を動作状態にすることによって、炭酸
ガスボンベ内の炭酸ガスが、光源装置に接続された内視鏡用コネクタに設けられている送
気口金、ユニバーサルコード内及び内視鏡の操作部、挿入部に設けられている送気・送水
管路を介して管腔内に供給される。
【０００８】
　このような従来の内視鏡システムとしては、従来より数多く提案されている。例えば、
特開２０００－１３９８２７号公報には、前記送気装置の送気出力側に連結される送気チ
ューブを内視鏡の鉗子孔に接続することにより、内視鏡の前記鉗子口に連通する鉗子管路
（処置具管路）を介して気体を管腔内又は体腔内に送気する内視鏡用送気装置が開示され
ている。
【特許文献１】特開２０００－１３９８２７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、前記従来の内視鏡システムは、光源装置に接続される内視鏡の送気口金
、送気・送水管路を介して管腔内に炭酸ガスを供給する構成であるため、内視鏡が接続さ
れる光源装置には、送気口金を介して送気管路に対して送気・送水ポンプから供給される
空気の代わりに、送気装置からの炭酸ガスが連続的に供給される。
【００１０】
　そして、術者が、送気・送水ボタンに設けられている孔部を塞ぐ操作を行ったとき、炭
酸ガスが管腔内へ供給される。言い換えれば、術者が送気・送水ボタンの孔部を塞いでい
ない状態においては、送気装置から送気管路内に炭酸ガスが供給されている間、孔部から
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大気中に炭酸ガスが放出され続ける。つまり、炭酸ガスボンベ内の炭酸ガスは、管腔内の
観察や手術が終わった後においても消費され続けるので、非経済的であるいった問題点が
あった。
【００１１】
　前記特開２０００－１３９８２７号公報に記載の従来例は、前記送気装置の送気出力側
に連結される送気チューブを内視鏡の鉗子孔に接続し、内視鏡の前記鉗子口に連通する鉗
子管路（処置具管路）を介して気体を管腔内又は体腔内に送気する構成であるので、送気
動作中は処置具を鉗子管路に挿通できず、処置を行うことができないといった不具合が発
生する。また、前記従来例は、管腔内の観察や手術が終わった後に、炭酸ガスボンベ内の
炭酸ガスが無駄に消費されることを防止する技術については開示していない。
【００１２】
　そこで、本発明は前記事情に鑑みてなされたものであり、管腔内に導入された内視鏡に
よる観察や手術が終わった後に、観察気体が無駄に消費されることを防止する送気装置及
び送気装置を有する内視鏡システムを提供することを目的とする。。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　前記目的を達成するための本発明の送気装置は、患者の体腔に対して送気可能な内視鏡
の送気管路を介して気体を送気する送気手段と、前記送気手段を送気状態又は送気停止状
態に切り換える切換え手段と、前記送気手段による動作時間を計測する時間計測手段と、
前記送気管路内に送気される前記気体の流量を測定する流量計測手段と、前記流量計測手
段からの計測結果に基づき前記時間計測手段による前記動作時間の計測の開始時期を演算
処理する比較演算手段と、前記切換え手段を制御して前記送気手段を送気状態にしてから
、前記比較演算手段からの演算結果に基づく計測の開始時期で前記時間計測手段による前
記動作時間の計測を開始し、前記時間計測手段により計測された前記動作時間が予め設定
された設定時間に到達した際に、前記送気手段を送気状態から送気停止状態に切換えるよ
うに前記切換え手段を制御する制御手段と、を具備し、前記比較演算手段は、前記流量計
測手段による計測結果を用いて予め決められた単位時間の流量変化量を算出するとともに
、この算出結果と設定した閾値とを比較し、この比較結果に基づき前記時間計測手段によ
る前記動作時間の計測の開始時期を演算処理することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、管腔内に導入された内視鏡による観察や手術が終わった後に、ガスボ
ンベ内に貯留されている検査用気体が無駄に消費されることを防止することができる送気
装置及び送気装置を有する内視鏡システムを実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。
【実施例１】
【００１７】
　図１乃至図８は本発明の実施例１に係り、図１は送気装置を有する内視鏡システムの構
成例を示す構成図、図２は図１の送気装置の正面図、図３は図１の送気装置の背面図、図
４は図１の送気装置内部の構成例を説明するブロック図、図５は送気装置の作用を説明す
るタイミングチャート、図６は送気装置の制御例を示すフローチャート、図７は送気・送
水ボタンに設けられている孔部から炭酸ガスが噴出しているリーク状態を説明する断面図
、図８は送気・送水ボタンに設けられている孔部を塞いで炭酸ガスを挿入部側に送気して
いる状態を説明する断面図である。
【００１８】
　図１に示す本実施例の内視鏡システムは、管腔鏡下外科手術システム（以下、手術シス
テムと称す）１である。この手術システム１は、内視鏡システム２と、送気システム３と
、システムコントローラ４と、表示装置であるモニタ５と、集中表示パネル６と、集中操
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作パネル７と、カート８と、を有して主に構成されている。　
　なお、前記手術システム１が配置された手術室には、患者１０が横たわる手術台９が設
けられている。
【００１９】
　前記内視鏡システム２は、例えば大腸等の管腔内に挿入される軟性な挿入部２４を有す
る内視鏡（軟性内視鏡）２１と、照明光供給手段である光源装置２２と、カメラコントロ
ールユニット（以下、ＣＣＵと称す）２３と、を有している。
【００２０】
　前記内視鏡２１は、挿入部２４と、操作部２５と、ユニバーサルコード２６と、を備え
て構成されている。前記挿入部２４の先端部には、図示はしないが撮像素子が設けられて
いる。
【００２１】
　前記操作部２５には送気・送水ボタン２５ａや吸引ボタン２５ｂ、図示しない湾曲部を
湾曲動作させる湾曲操作ノブ２７、図示しない処置具チャンネルに連通する処置具挿通口
２８が設けられている。前記ユニバーサルコード２６の基端部には内視鏡コネクタ２６ａ
が設けられている。
【００２２】
　前記光源装置２２は、内視鏡２１に照明光を供給する照明手段である照明ランプ（図示
せず）等を有している。この光源装置２２には、光源コネクタを備えた前記内視鏡コネク
タ２６ａが着脱自在に接続されるようになっている。
【００２３】
　そして、内視鏡コネクタ２６ａを光源装置２２に接続することによって、光源コネクタ
と照明ランプとが対峙する配置状態になる。したがって、照明ランプから出射された照明
光が図示しないライトガイドファイバを伝送されて挿入部２４の図示しない先端部に設け
られている照明窓から出射される。
【００２４】
　また、前記内視鏡コネクタ２６ａには、前記ユニバーサルコード２６内の送気管路を介
して上流側送気管路２１ａと連通する送気用コネクタ２６ｃが設けられている。この送気
用コネクタ２６ｃには送気チューブ３３の一端部が接続され、この送気チューブ３３の基
端部は、後述する前記送気システム３の送気装置３１に連結して気体が供給されるように
なっている。
【００２５】
　なお、前記内視鏡コネクタ２６ａからは図示はしないが送水チューブが延出し、送水タ
ンクに連結されている。送水タンク内には例えば液体として水が貯留される。
【００２６】
　前記送気システム３から送られる気体は、前記内視鏡コネクタ２６ａ内の送気管路（図
示せず）、ユニバーサルコード２６内の送気管路を通って、上流側送気管路２１ａ（図７
参照）を介して操作部２５に設けられた送気・送水ボタン２５ａに送出される。また、同
時に、前記送水チューブ(図示せず）内の管路を介して送水タンクの内部を加圧している
。
【００２７】
　このため、術者が送気・送水ボタン２５ａを操作して、上流側送気管路２１ａと後述す
る下流側送気管路２１ｂとを連通した状態（図８参照）にすることによって、内視鏡２１
の送気管路に送られた気体または水が、挿入部２４の図示しない先端部に設けられている
送気ノズルから噴出されるようになっている。
【００２８】
　前記ＣＣＵ２３は、内視鏡２１の挿入部２４の図示しない先端部に設けられている撮像
素子の駆動制御や、この撮像素子に結像して光電変換された電気信号を映像信号に変換す
る。前記ＣＣＵ２３で変換された映像信号は、例えばモニタ５や集中表示パネル６に出力
される。このことによって、モニタ５又は集中表示パネル６の画面上に内視鏡２１でとら
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えた被写体の内視鏡画像が表示されるようになっている。なお、符号２９は内視鏡コネク
タ２６ａに設けられている電気コネクタ２６ｂとＣＣＵ２３とを電気的に接続する電気ケ
ーブルである。
【００２９】
　前記送気システム３は管腔内に所定の気体、例えば生体に吸収され易い二酸化炭素ガス
（以下、炭酸ガス（ＣＯ２）と称す）を送気するためのシステムであり、気体供給装置で
ある送気装置３１と、所定の観察用気体である炭酸ガスが液化して貯留されている管腔用
ガスボンベ（以下、ボンベと称す）３２と、送気チューブ３３と、を有して主に構成され
ている。
【００３０】
　前記送気装置３１には、高圧コネクタ３１ａと、送気用コネクタ３１ｃとが設けられて
いる。前記送気用コネクタ３１ｃには送気チューブ３３の一端部が連結され、この送気チ
ューブ３３の他端部は前記光源装置２２に接続される内視鏡コネクタ２６ａの送気用コネ
クタ２６ｃに連結されている。なお、前記送気チューブ３３はシリコンやテフロン（登録
商標）で形成されている。
【００３１】
　前記ボンベ３２から延出される高圧ガス用チューブ３４は、前記送気装置３１に設けら
れている高圧コネクタ３１ａに連結されている。
【００３２】
　前記システムコントローラ４は、手術システム１全体を一括して制御を行う。システム
コントローラ４には、図示しない通信回線を介して、集中表示パネル６及び集中操作パネ
ル７や、光源装置２２、ＣＣＵ２３、送気装置３１が双方向通信を行えるように接続され
ている。
【００３３】
　前記モニタ５の画面上にはＣＣＵ２３から出力される映像信号を受けて、内視鏡２１で
とらえた被写体の内視鏡画像が表示されるようになっている。前記集中表示パネル６には
液晶ディスプレイ等の表示画面が設けられている。前記集中表示パネル６はシステムコン
トローラ４に接続されている。したがって、表示画面上に前記被写体の内視鏡画像ととも
に、内視鏡周辺装置を有する場合にはこの内視鏡周辺装置の動作状態を集中表示させるこ
とが可能になっている。
【００３４】
　前記集中操作パネル７は、液晶ディスプレイ等の表示部と、この表示部の表示面上に一
体的に設けられたタッチセンサ部（図示せず）とで構成されている。前記集中操作パネル
７の表示部には、内視鏡周辺装置の操作スイッチ等を設定画面として表示させる表示機能
とともに、タッチセンサ部の所定領域を触れることによって表示させた操作スイッチを操
作する操作機能とを有している。
【００３５】
　つまり、集中操作パネル７がシステムコントローラ４に接続されていることにより、表
示部に表示されているタッチセンサ部を適宜操作することによって、表示されている内視
鏡周辺装置に対応する操作スイッチを直接操作した場合と同様の操作を行える。すなわち
、集中操作パネル７上で、内視鏡周辺装置の各種操作或いは設定等を遠隔的に行える。
【００３６】
　カート８には、周辺装置である光源装置２２、ＣＣＵ２３及び送気装置３１と、システ
ムコントローラ４と、モニタ５と、集中表示パネル６と、集中操作パネル７とボンベ３２
等が搭載されている。
【００３７】
　なお、本実施例の前記手術システム１においては、前記内視鏡システム２の他に、患者
１０の腹腔鏡下外科手術を行うための、光源装置１１、ＣＣＵ１２や図示しない硬性内視
鏡、内視鏡用カメラで構成される第２の内視鏡システム及び内視鏡周辺装置である電気メ
ス装置１３等を備えても良い。
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【００３８】
　次に、前記送気装置３１の構成を図２乃至図４を参照しながら参照しながら説明する。
　図２に示すように、前記送気装置３１の前面下側には、電源スイッチ３５と、スイッチ
５０と、送気用コネクタ３１ｃとが設けられている。　
　前記電源スイッチ３５は、前記送気装置３１の電源をオン／オフ操作するための操作ス
イッチである。前記スイッチ５０は、前記送気装置３１による送気をオン／オフ切替える
ように操作するための操作スイッチである。前記送気用コネクタ３１ｃは、前記内視鏡コ
ネクタ２６ａからの送気チューブ３３の一端部が連結される。
【００３９】
　また、前記送気装置３１の前面上側には、ガス残量表示部４３が設けられている。この
ガス残量表示部４３は、ボンベ３２内の炭酸ガスの残量を表示する。
【００４０】
　図３に示すように、前記送気装置３１の背面下側には、高圧コネクタ３１ａと、電源コ
ネクタ３６とが設けられている。前記高圧コネクタ３１ａには、前記したようにボンベ３
２から延出される高圧ガス用チューブ３４が連結される。前記電源コネクタ３６は、前記
送気装置３１に電源を供給するための図示しない電源ケーブルのコネクタが連結される。
【００４１】
　また、前記送気装置３１の背面上側には、時間設定操作部４９が設けられている。この
時間設定操作部４９は、後述するタイマー機能を用いて前記送気装置３１の動作時間を設
定するための操作スイッチである。
【００４２】
　例えば、前記時間設定操作部４９は、図３に示すように、“タイマー機能ＯＦＦ”と、
“１５ｍｉｎ”と、“３０ｍｉｎ”との３段階式のスイッチであり、レバー４９ａをスラ
イドさせることによって前記３つのいずれか１つを設定することができるようになってい
る。
【００４３】
　なお、前記“タイマー機能ＯＦＦ”とは、タイマー機能を用いないモードである。また
、タイマー機能実行の際の前記“１５ｍｉｎ”と、“３０ｍｉｎ”とは、例えば、前記送
気装置３１を用いる術者の熟練度に応じて設定されるが、これらの動作時間に限定される
ことはなく、任意に設定可能である。
【００４４】
　また、前記時間設定操作部４９は、スライド方式のスイッチを用いて構成したが、これ
に限定されることはなく、例えば、摘みを回転させて前記動作時間の設定が自在に調節可
能なボリューム式のスイッチを用いて構成しても良い。
【００４５】
　前記時間設定操作部４９により設定されるタイマー機能を用いて動作時間の設定可能な
送気装置３１の内部構成を図４に示す。　
　図４に示すように、前記送気装置３１は、減圧部４０と、切換え手段である開閉バルブ
４１と、圧力計測部４２と、ガス残量表示部４３と、駆動部４４と、制御手段である管腔
送気制御部（以下、制御部と称す）４５と、告知手段である告知部４８と、時間設定操作
部４９と、スイッチ５０と、を有している。　
　前記送気装置３１の高圧コネクタ３１ａには、前記ボンベ３２から延出される高圧ガス
用チューブ３４が連結され、この高圧ガス用チューブ３４を介して前記ボンベ２２からの
炭酸ガスが供給されるようになっている。そして、前記高圧コネクタ３１ａには送気管路
３１ｂが連結されており、この送気管路３１ｂは前記減圧部４０及び圧力計測部４２に連
通している。また、送気管路３１ｂは、前記減圧部４０、前記開閉バルブを介して送気用
コネクタ３１ｃに連通している。
【００４６】
　前記圧力計測部４２は、ボンベ３２から気化された供給された炭酸ガスの圧力を測定し
、測定結果を前記ガス残量表示部４３に出力する。前記ガス残量表示部４３は、図２に示



(7) JP 4584007 B2 2010.11.17

10

20

30

40

50

すように、前記圧力計測部４２からの測定結果に基づき、ボンベ３２内の炭酸ガスの残量
を表示する。
【００４７】
　前記減圧部４０は、前記高圧コネクタ３１ａを介して供給された炭酸ガスを所定の圧力
に減圧する。　
　前記開閉バルブ４１は、前記駆動部４４から出力される駆動信号に基づいて開閉動作す
る。このことにより、前記開閉バルブ４１の出力側の送気流量が調整されるようになって
いる。前記開閉バルブ４１の出力は、送気管路３１ｂを介して送気用コネクタ３１ｃに供
給される。
【００４８】
　前記駆動部４４は、後述する制御部４５からの制御信号に基づき前記開閉バルブ４１を
開閉動作するための駆動信号を生成し、この駆動信号を供給することによって前記開閉バ
ルブ４１の開閉動作を制御する。
【００４９】
　前記駆動部４４、前記告知部４８、前記時間設定操作部４９及び前記スイッチ５０は、
前記制御部４５に電気的に接続されている。
【００５０】
　前記告知部４８は、例えば音声を発するスピーカ、あるいは表示部、あるいはスピーカ
ーと表示部とを組み合わせて構成されたもので、前記制御部４５の制御によって例えば送
気装置３１の動作時間の完了（停止状態）を音声及び又は音声によって術者等に告知する
ためのものである。
【００５１】
　前記時間設定操作部４９は、前記したように設定された動作時間の設定信号を前記制御
部４５のタイマー４７に出力する。また、前記スイッチ５０は、送気装置３１による送気
をオン／オフ切替えるよう制御するためのスイッチ信号を前記制御部４５の判断制御部４
６に出力する。
【００５２】
　前記制御部４５は、前記送気装置３１全体の動作を制御するもので、前記判断制御部４
６と、タイマー４７と、を有している。
【００５３】
　前記タイマー４７は、図示はしないがタイマーカウンタを有し、このタイマーカウンタ
を用いて前記時間設定操作部４９からの設定信号に基づく動作時間（設定時間）をカウン
トすると同時に、このカウントしたカウント値（時間情報）を前記判断制御部４６に出力
する。　
　また、前記タイマー４７は、前記判断制御部４６による制御によって前記タイマーカウ
ンタによるカウントがリセットされるようになっている。
【００５４】
　前記判断制御部４６には、前記スイッチ５０からのスイッチ信号と、前記タイマー４７
からの時間情報とが入力される。この判断制御部４６は、図示しない記憶部に記憶された
後述するプログラム（図６参照）に基づき、前記タイマー４７からの時間情報を用いて、
告知部４８の告知制御や駆動部４４を介する開閉バルブ４１の開閉制御、またタイマー４
７におけるタイマーカウントのリセット制御等を行う。
【００５５】
　例えば、前記判断制御部４６は、スイッチ５０からのスイッチ信号が入力されると、前
記開閉バルブ４１を開状態にするように駆動部４４を制御すると同時に、前記タイマー４
７のタイマーカウンタのカウントを開始させる。　
　そして、前記判断制御部４６は、供給されるタイマー４７のカウント値（時間情報）と
前記時間設定操作部４９により設定された動作時間（設定時間）との比較を行いながら前
記カウント値がこの動作時間に到達すると、告知部４８を駆動して音声及び又は表示によ
って術者等に、送気装置３１の動作停止の旨を告知すると同時に、開閉バルブ４１を閉状
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態にするように駆動部４４を制御する。
【００５６】
　このことにより、管腔内に導入された内視鏡による観察や手術が終わった後に、送気装
置３１による送気を予め設定された所定の動作時間で停止させることが可能となり、前記
送気・送水ボタン２５ａが開状態であっても、ガスボンベ内に貯留されている炭酸ガスが
無駄に流れつづけることが防止される。
【００５７】
　次に、前記構成の手術システム１に設けられている送気装置３１による管腔への炭酸ガ
スの供給動作について図５ないし図８を参照しながら説明する。　
　本実例の手術システム１に備えられている送気装置３１においては、電源を投入すると
、前記判断制御部４６は、図６に示すプログラムを起動する。
【００５８】
　図６に示すように、前記判断制御部４６は、ステップＳ１の処理により前記送気装置３
１を送気可能な待機状態にし、続くステップＳ２の判断処理により送気スイッチ（スイッ
チ）５０から供給されるスイッチ信号からこのスイッチ５０がＯＮであるか否かを判断す
る。この場合、スイッチ５０がＯＮでない（スイッチ信号が“Ｌレベル”のとき：図５参
照）と判断した場合には、処理を前記ステップＳ１に戻し、スイッチ５０がＯＮされるま
で待機する。
【００５９】
　スイッチ５０がＯＮである（スイッチ信号が“Ｈレベル”のとき：図５参照）と判断す
ると、図５に示す時刻ｔＳにおいて、判断制御部４６は、続くステップＳ３の処理により
、開閉バルブ４１を開くように駆動部４４を制御して炭酸ガスを管腔内に送気する。
【００６０】
　この場合、前記送気装置３１の送気用コネクタ３１ｃからの炭酸ガスは、送気チューブ
３３、前記内視鏡コネクタ２６ａ内の送気管路（図示せず）、ユニバーサルコード２６内
の送気管路、上流側送気管路２１ａ（図５参照）を介して操作部２５に設けられている送
気・送水ボタン２５ａが配設される送気・送水ボタン用シリンダ（以下、送気・送水シリ
ンダと称す）２５ｃに到達する。
【００６１】
　ここで、送気・送水ボタン２５ａに設けられている孔部２５ｄが開放状態である場合に
は、図７に示すように、炭酸ガスは図中の矢印ａ、矢印ｂ、矢印ｃに示すように孔部２５
ｄから外部に噴出されるリーク状態になる。
【００６２】
　一方、図８に示すように術者の手指で送気・送水ボタン２５ａに設けられている孔部２
５ｄが塞がれている場合においては、上流側送気管路２１ａを介して送気された炭酸ガス
は、図中の矢印ａ、矢印ｄ、矢印ｅに示すように孔部２５ｄから外部に漏れ出ることなく
屈曲管２５ｅを介して下流側送気管路２１ｂに供給される。このことによって、炭酸ガス
がノズルを介して管腔内に送気される管腔内炭酸ガス送気状態になる。
【００６３】
　なお、符号２１ｃは上流側送水管路、符号２１ｄは下流側送水管路、符号２５ｆは逆止
弁、符号２５ｇ、符号２５ｈはパッキン及び符号２５ｉはスプリングである。
【００６４】
　また、図８に示す状態において、送気・送水ボタン２５ａをスプリング２５ｉの付勢力
に抗して所定量押し下げると、逆止弁２５ｆ及びパッキン２５ｇ、２５ｈの位置が移動し
て、上流側送水管路２１ｃと、下流側送水管路２１ｄとが連通した状態になる。
【００６５】
　前記判断制御部４６は、前記ステップＳ３の処理を完了した後、続くステップＳ４の処
理にてタイマー４７におけるタイマーカウンタのカウントを開始するように制御する。
【００６６】
　そして、前記判断制御部４６は、続くステップＳ５の判断処理により、前記タイマー４
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７から供給されるタイマー４７のカウント値（時間情報）と、予め前記時間設定操作部４
９により設定された動作時間（図５に示す設定時間ＴＬ）との比較を行い、前記カウント
値がこの設定時間に到達したか否かを判断する。
【００６７】
　この場合、前記判断制御部４６は、前記カウント値が前記設定時間ＴＬに到達してない
と判断した場合には、続くステップＳ６の判断処理にてスイッチ５０がＯＦＦであるか否
かを判断し、スイッチ５０がＯＦＦでない場合は前記ステップＳ５に処理を戻し、ＯＦＦ
である場合には後述するステップＳ８に処理を移行する。
【００６８】
　一方、前記ステップＳ５の判断処理において、前記カウント値が前記設定時間に到達し
たものと判断した場合には、前記判断制御部４６は、図５に示す時間ｔＹにおいて、ステ
ップＳ７の処理により、告知部４８を駆動して音声及び又は表示によって術者等に、送気
装置３１の動作停止の旨を告知する。このことにより、予め設定された設定時間ＴＬに到
達し、送気装置３１の送気が自動停止する旨を術者等に告知することができる。
【００６９】
　そして、前記判断制御部４６は、時間ｔＹにおいて、続くステップＳ８の処理により、
開閉バルブ４１を閉状態にするように駆動部４４を制御する。すなわち、前記送気装置１
による送気が停止する。
【００７０】
　このことにより、前記送気・送水ボタン２５ａが開状態（図７に示すように術者が前記
送気・送水ボタン２５ａの孔部２５ｄを塞いでない状態）である場合に、この送気・送水
ボタン２５ａを介して炭酸ガスが無駄に流れ続けることを防止できる。
【００７１】
　続いて、前記判断制御部４６は、続くステップＳ９の処理により、タイマー４７におけ
るタイマーカウントのリセット信号を前記タイマー４７に出力することで、このタイマー
４７のカウントを停止し、ゼロリセットするように制御し、処理を前記ステップＳ１に戻
す。
【００７２】
　したがって、本実施例によれば、前記したような制御を行うことにより、送気装置３１
による送気を、送気開始から予め設定された設定時間ＴＬ経過後に自動停止させることが
可能となるので、管腔内に導入された内視鏡２１による観察や手術が終わった後の送気装
置のスイッチの切り忘れが防止できると同時に、ガスボンベ内に貯留されている炭酸ガス
が前記送気・送水ボタン２５ａから無駄に流れつづけることを防止できる。
【００７３】
　ところで、前記実施例１の送気装置３１では、予め設定される設定時間は、例えば大腸
内視鏡検査を行う場合の術者の熟練度に応じて設定されるが、術者によっては必ずしも前
記設定時間ＴＬ内に観察や処置を終えるとき限らない。本発明は、この点についても改良
がなされており、このような実施例を下記に示す。
【実施例２】
【００７４】
　図９乃至図１１は本発明の実施例２に係り、図９は実施例２の送気装置の構成例を説明
するブロック図、図１０は送気装置の作用を説明するタイミングチャート、図１１は送気
装置の制御例を示すフローチャートである。なお、図９乃至図１１は、前記実施例１と同
様の構成要素及び処理内容については同一の符号及びステップＳ番号を付して説明を省略
し、異なる部分のみを説明する。
【００７５】
　本実施例の手術システムの全体構成は、前記実施例１における図１の構成と略同様であ
るが、この手術システム１に用いられる送気装置３１の構成が異なっている。
【００７６】
　図９に示すように、前記送気装置３１は、図４の構成と略同様であるが、さらに、流量
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計測部５１と、前記制御部４５内に設けられる比較演算部５２及び記憶部５３と、を有し
ている。
【００７７】
　前記流量計測部５１は、例えば流量センサであって、開閉バルブ４１と送気用コネクタ
３１ｃとの間の送気管路３１ｂに連通するように配置されている。　
　前記流量計測部５１は、前記送気用コネクタ３１ｃに供給されていく炭酸ガスの流量を
検出し、検出結果を前記比較演算部５２に出力する。
【００７８】
　前記記憶部５３は、任意に設定可能な例えば流量閾値ＶＬ（図１０参照）を記憶してい
る。なお、前記閾値ＶＬは、例えば送気装置３１の前面に前記閾値ＶＬを設定可能な操作
部を設け、この操作部によって任意に設定し前記記憶部５３に記憶させることが可能であ
る。
【００７９】
　前記比較演算部５２は、前記記憶部５３からの前記流量閾値ＶＬを読み出し、読み出し
たこの流量閾値ＶＬと、前記流量計測部５１からの検出結果である流量計測値との比較を
行うように演算処理し、比較結果を前記制御部４５の判断制御部４６に出力する。
【００８０】
　すなわち、前記比較演算部５２による比較演算処理は、流量計測値と前記閾値ＶＬとの
比較を行うことによって送気・送水ボタン２５ａ操作による観察等の手技の有無を判定す
るためのものであり、これによって、タイマー４７のカウント開始タイミングを導くよう
にしている。
【００８１】
　つまり、前記判断制御部４６は、前記比較演算部５２からの比較結果において、前記流
量計測値が前記閾値ＶＬよりも大きい場合には送気・送水ボタン２５ａ操作による観察等
の手技が行われていないものと判断し、前記タイマー４７におけるタイマーカウンタのカ
ウントを行う。
【００８２】
　一方、前記判断制御部４６は、前記流量計測値が前記閾値ＶＬよりも小さい場合には送
気・送水ボタン２５ａ操作による観察等の手技が行われているものと判断し、前記タイマ
ー４７におけるタイマーカウンタのカウントのリセットを行う。すなわち、前記タイマー
４７のカウントがリセットされることにより、前記タイマー４７のカウント開始タイミン
グが決定されることになる。
【００８３】
　このことにより、送気・送水ボタン２５ａ操作による観察等の手技が行われていない場
合にはタイマー４７はカウントし、一方、送気・送水ボタン２５ａ操作による観察等の手
技が行われている場合にはタイマー４７のカウントがリセットされることになるので、前
記設定時間ＴＬをカウントするタイマー４７のカウント開始タイミングを自動的に変更で
きる。
【００８４】
　これにより、送気・送水ボタン２５ａ操作による観察等の手技が行われている間は、送
気停止されることはなく、また、全体的な送気装置３１の動作時間が延長されることで、
前記設定時間ＴＬ内に手技が終わらなくても、送気装置３１による送気が停止されること
もない。また、送気・送水ボタン２５ａ操作による観察等の手技が行われなくなって設定
時間ＴＬ１経過後に、強制的に送気を停止することができる。
【００８５】
　なお、実施例２において、図１０に示す設定時間ＴＬ１は、例えば前記時間設定操作部
４９を用いて任意に設定可能であり、例えば５分等の時間で設定されるようになっている
。　その他の構成は、前記実施例１と同様である。
【００８６】
　次に、本実施例の手術システム１に設けられている送気装置３１による管腔への炭酸ガ
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スの供給動作について図１０及び図１１を参照しながら説明する。なお、図１０において
は、開閉バルブ４１の開閉状態、術者の送気・送水ボタン２５ａのボタン操作、流量計測
値及び流量閾値ＶＬ、リセット信号及びタイマー４７のＯＮ／ＯＦＦ状態の各タイミング
が示されている。
【００８７】
　本実例の手術システム１に備えられている送気装置３１においては、電源を投入すると
、前記判断制御部４６は、図示しない記憶部に記憶された図１１に示すプログラムを起動
する。
【００８８】
　図１１に示すように、実施例２のプログラムは、前記実施例１のプログラム（図６参照
）において前記ステップＳ４と前記ステップＳ５との処理の間に、ステップＳ２０の判断
処理及びステップＳ２１の処理が設けられており、その他の処理手順、処理内容について
は実施例１と同様である。
【００８９】
　したがって、前記判断制御部４６は、図１１に示すように、前記実施例１と同様に前記
ステップＳ１、前記ステップＳ２を介して前記ステップＳ３の処理により、図１０に示す
時刻ｔＳにおいて、開閉バルブ４１を開くように駆動部４４を制御して炭酸ガスを管腔内
に送気する。そして、ステップＳ４の処理によりタイマー４７のカウントを開始させる。
【００９０】
　そして、前記判断制御部４６は、実施例２で新たに付加されたステップＳ２０の判断処
理により、前記比較演算部５２によって前記記憶部５３から読み出した前記流量閾値ＶＬ
と前記流量計測部５１からの検出結果である流量計測値との比較を行うように演算処理さ
せる。
【００９１】
　この場合、前記判断制御部４６は、前記比較演算部５２からの比較結果において、前記
流量計測値が前記閾値ＶＬよりも大きい場合には送気・送水ボタン２５ａ操作による観察
等の手技が行われていないものと判断し、カウンタ４７によるカウントを開始するととも
に次のステップＳ５に処理を移行する。逆に、前記流量計測値が前記閾値ＶＬよりも小さ
い場合には送気・送水ボタン２５ａ操作による観察等の手技が行われているものと判断し
、ステップＳ２１に処理を移行する。
【００９２】
　前記ステップＳ２１の処理では、前記ステップＳ２０の判断処理において、前記流量計
測値が前記閾値ＶＬよりも小さいと判断した場合であるので、前記判断制御部４６は、図
１０に示す時間ｔ１（時間ｔ２、時間ｔ３、時間ｔＹ）において、タイマー４７における
タイマーカウントのリセット信号を前記タイマー４７に出力することで、このタイマー４
７のカウントを停止してゼロリセットするように制御して前記ステップＳ５に処理を移行
する。
【００９３】
　以降の処理は、前記実施例１と同様に前記ステップＳ５によるタイマー４７のカウント
値と設定時間ＴＬ１（図１０参照）との比較を行い、比較結果に応じて前記ステップＳ６
の判定処理、あるいは前記ステップＳ７の告知部４８による告知制御処理が行われる。
【００９４】
　前記ステップＳ６の処理では、判断制御部４６は、前記カウント値が前記設定時間ＴＬ
１に到達してないと判断した場合であるので、スイッチ５０がＯＦＦであるか否かを判断
し、スイッチ５０がＯＦＦでない場合は前記ステップＳ５に処理を戻し、ＯＦＦである場
合には前記ステップＳ８に処理を移行する。
【００９５】
　一方、前記ステップＳ７により告知部４８により告知制御処理がなされた後、前記判断
制御部４６は、前記実施例１と同様に、図１０に示す時間ｔＹにおいて、ステップＳ８の
処理により、開閉バルブ４１を閉状態にするように駆動部４４を制御する。　
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　すなわち、時間ｔ３において、最終的に送気・送水ボタン２５ａ操作による観察等の手
技が行われてないものと検知され、これに伴いタイマー４７がリセットされた時間ｔ４か
ら、前記設定時間ＴＬ１（例えば５分）経過後に、前記送気装置１による送気が停止する
ことになる。
【００９６】
　したがって、本実施例によれば、前記設定時間ＴＬ１をカウントするタイマー４７のカ
ウント開始タイミングを自動的に変更できることにより、送気・送水ボタン２５ａ操作に
よる観察等の手技が行われている間は、送気停止されることはなく、また、全体的な送気
装置３１の動作時間が延長されることで、前記設定時間ＴＬ内に手技が終わらなくても、
送気装置３１による送気が停止されることもない。
【００９７】
　また、送気・送水ボタン２５ａ操作による観察等の手技が行われなくなって設定時間Ｔ
Ｌ１経過後に、強制的に送気を停止することができるので、前記実施例１と同様にガスボ
ンベ内に貯留されている炭酸ガスが前記送気・送水ボタン２５ａから無駄に流れつづける
ことを防止できる。
【００９８】
　なお、前記実施例２における送気装置３１では、送気・送水している間、送気・送水ボ
タン２５ａからリークしている間の流量は、内視鏡２１の種類によって依存する。そのた
め、同じ流量閾値ＶＬでは、誤判断してしまう虞れがある。　
　そこで、このような誤判断を防止するために、前記実施例２の送気装置３１は、後述す
る変形例１及び変形例２に示すように構成しても良い。図１２乃至図１６を参照しながら
前記実施例２における前記送気装置３１の変形例１及び変形例２を説明する。
【００９９】
　図１２及び図１３は前記変形例１を説明するもので、図１２は変形例１の送気装置の背
面図、図１３は変形例１の送気装置内部の構成例を説明するブロック図である。なお、図
１２及び図１３は、前記実施例２と同様な構成要素については同一の符号を付して異なる
部分のみを説明する。
【０１００】
　図１２及び図１３に示すように、変形例１の送気装置３１は、前記実施例２における構
成に加えて、流量閾値入力部５４を設けている。
【０１０１】
　前記流量閾値入力部５４は、図１２に示すように、送気装置３１の背面側の前記時間設
定操作部４９近傍に設けられている。前記流量閾値入力部５４は、流量閾値が大小異なる
例えば５段階のレベルを切替え可能な５段階式のスイッチであり、レバー５４ａをスライ
ドさせることによって前記５つのいずれか１つのレベルの流量閾値を設定することができ
るようになっている。
【０１０２】
　例えば、前記５段階のレベルは、予め使用可能な内視鏡２１の種類に合わせて予め設定
された大小異なる“レベル１”～“レベル５”までの流量閾値であり、“レベル１”は最
も値の小さな流量閾値であり、“レベル５”は最も値の大きな流量閾値となっている。
【０１０３】
　そして、前記流量閾値入力部５４は、操作されることにより設定されたレベルの流量閾
値を前記記憶部５３に出力して記憶される。すなわち、前記実施例２の比較演算部５２で
用いられる流量閾値ＶＬは、前記流量閾値入力部５４により設定された流量閾値となる。
【０１０４】
　なお、前記流量閾値入力部５４は、使用される内視鏡２１に応じて予め決められた流量
閾値範囲内において、レバーのスライド操作によって任意に設定可能な可変抵抗型のスイ
ッチでも良い。　
　その他の構成は、前記実施例２と同様である。
【０１０５】
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　前記変形例１の送気装置３１は、前記実施例２の送気装置と略同様の制御方法（図１１
に示すプログラム）で動作するが、前記ステップＳ２０の判断処理においては、比較演算
部５２によって前記流量閾値入力部５４にて設定された流量閾値ＶＬが用いられて流量計
測値との比較判断処理が行われる。それ以外の処理内容は、前記処理内容と同様である。
【０１０６】
　したがって、この変形例１によれば、前記実施例２の効果に加え、使用される内視鏡２
１に応じた流量閾値を設定することができるので、送気・送水ボタン２５の操作の有無の
誤判断を防止することが可能となり、内視鏡２１の種類に応じた精度の良い送気停止制御
を行うことができる。
【０１０７】
　図１４乃至図１１６は前記変形例２を説明するもので、図１４は変形例２の送気装置を
有する内視鏡システムの構成例を示す構成図、図１５は変形例２の送気装置の背面図、図
１６は変形例２の送気装置内部及び光源装置の構成例を説明するブロック図である。なお
、図１４乃至図１６は、前記実施例２と同様な構成要素については同一の符号を付して異
なる部分のみを説明する。
【０１０８】
　前記変形例１では内視鏡２１に応じた流量閾値ＶＬを流量閾値入力部５４を介して入力
したのに対し、変形例２の送気装置３１は、光源装置２２から接続される内視鏡２１の種
類に基づく流量閾値を検出して取り込み、前記内視鏡２１に応じた流量閾値ＶＬを設定す
るようにしている。
【０１０９】
　図１４及び図１５に示すように、変形例２の送気装置３１の背面側には、光源装置２２
と電気的に接続して通信を行うための接続コネクタ３１ｄが設けられている。この接続コ
ネクタ３１ｄには、接続ケーブル５５の一端部に設けたコネクタ(図示せず）が接続され
る。この接続ケーブル５５の他端部は、光源装置２２に設けられたコネクタ２２ａに接続
されるようになっている。
【０１１０】
　変形例２に用いられる内視鏡２１は、図示はしないが、内視鏡２１の種別を示すＩＤ信
号を送信可能なＩＤ信号発生部を有している。このＩＤ信号発生部は内視鏡２１を前記光
源装置２２に内視鏡コネクタ２６ａを介して接続された際に、前記ＩＤ信号を光源装置２
２側に送信する。
【０１１１】
　前記光源装置２２には、図１６に示すように、前記ＩＤ信号を受信する内視鏡種別部２
２Ａが設けられている。この内視鏡種別部２２Ａは、受信した前記ＩＤ信号に基づいて接
続された内視鏡２１の種別を判別するとともに、判別した内視鏡２１に基づく流量閾値を
図示しない流量閾値テーブルを用いて決定し、決定した流量閾値を接続ケーブル５５を介
して送気装置３１側に送信する。
【０１１２】
　前記送気装置３１は、前記接続コネクタ３１ｄに電気的に接続される通信部５６を有し
ている。この通信部５６は、前記光源装置２２側から送信された流量閾値を接続ケーブル
５５、接続コネクタ３１ｄを介して受信し、前記変形例１と同様に記憶部５３に出力する
。
【０１１３】
　このことにより、送気装置３１は、前記変形例１にて内視鏡２１に応じて流量閾値を流
量閾値入力部５４を用いて取得したが、変形例２では内視鏡２１を光源装置２２に接続す
るだけで、接続された内視鏡２１に応じた流量閾値を自動的に取得することができること
になる。　
　その他の構成は、前記実施例２と同様である。　
　また、前記変形例２の送気装置３１の制御方法は、前記変形例２と同様である。
【０１１４】
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　したがって、この変形例２によれば、前記変形例１の効果に加え、使用される内視鏡２
１に応じた流量閾値を入力操作することなく自動的に取得することができるので、変形例
１よりも簡単に内視鏡２１に応じた流量閾値を設定できる。
【実施例３】
【０１１５】
　図１７乃至図１９は本発明の実施例３に係り、図１７は実施例３の送気装置の構成例を
説明するブロック図、図１８は送気装置の作用を説明するタイミングチャート、図１９は
送気装置の制御例を示すフローチャートである。なお、図１７乃至図１８は、前記実施例
２と同様の構成要素及び処理内容については同一の符号及びステップＳ番号を付して説明
を省略し、異なる部分のみを説明する。
【０１１６】
　本実施例の手術システム１に用いられる送気装置３１は、図１７に示すように、前記実
施例２における図９の構成と略同様であるが、前記比較演算部５２による比較演算処理内
容が異なる。
【０１１７】
　なお、前記記憶部５３は、前記比較演算部５２による比較演算処理を行うのに必要な正
の流量閾値ＲＬ及び負の流量閾値－ＲＬを記憶している。
【０１１８】
　前記比較演算部５２は、予め設定された設定時間前の流量計測値と現在の流量計測値と
を用いて、単位時間（前記設定時間に相当）の流量変化量を算出し、この算出された単位
時間の流量変化量と、前記記憶部５３から読み出した前記流量閾値ＲＬ、－ＲＬ（絶対値
）との比較を行うように演算処理し、比較結果を前記制御部４５の判断制御部４６に出力
する。
【０１１９】
　すなわち、前記比較演算部５２による比較演算処理は、単位時間の流量変化量と前記流
量閾値ＲＬ、－ＲＬとの比較を行うことによって送気・送水ボタン２５ａ操作による観察
等の手技の有無を精度良く判定するためのものであり、これによって、タイマー４７のカ
ウント開始タイミング（開始時期）を導くようにしている。
【０１２０】
　つまり、前記判断制御部４６は、前記比較演算部５２からの比較結果において、前記単
位時間の流量変化量が前記流量閾値ＲＬ、－ＲＬ（絶対値）よりも大きい場合には送気・
送水ボタン２５ａ操作による観察等の手技が行われているものと判断し、前記タイマー４
７におけるタイマーカウンタのリセットを行う。すなわち、前記タイマー４７のカウント
がリセットされることにより、前記タイマー４７のカウント開始タイミングが決定される
ことになる。
【０１２１】
　なお、図１８に示すように単位時間のマイナスの流量変化量は、例えば送気状態から送
気・送水ボタン２５ａ操作された場合に送気動作が行われることによって送気流量が減少
することを意味している。したがって、このマイナスの流動変化量に対して比較を行うた
めの流量閾値が前記流量閾値－ＲＬとなり、前記流量閾値ＲＬ、－ＲＬの絶対値を用いる
ようになっている。
【０１２２】
　一方、前記判断制御部４６は、前記単位時間の流量変化量が前記流量閾値ＲＬ、－ＲＬ
（絶対値）よりも小さい（ゼロに等しい場合もある）場合には送気・送水ボタン２５ａ操
作による観察等の手技が行われてないものと判断し、前記タイマー４７におけるタイマー
カウンタのカウントを行う。
【０１２３】
　このことにより、送気・送水ボタン２５ａ操作による観察等の手技が行われている場合
にはタイマー４７はリセットし、一方、送気・送水ボタン２５ａ操作による観察等の手技
が行われてない場合にはタイマー４７のカウントされることになるので、前記設定時間Ｔ
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Ｌをカウントするタイマー４７のカウント開始タイミング（開始時期）を自動的に変更で
きる。
【０１２４】
　これにより、送気・送水ボタン２５ａ操作による観察等の手技が行われている間は、送
気停止されることはなく、また、全体的な送気装置３１の動作時間が延長されることで、
前記設定時間ＴＬ内に手技が終わらなくても、送気装置３１による送気が停止されること
もない。また、送気・送水ボタン２５ａ操作による観察等の手技が行われなくなって設定
時間ＴＬ１経過後に、強制的に送気を停止することができる。さらに、前記実施例２の変
形例１、変形例２ように内視鏡２１の種類に応じた流量閾値を取得せずとも、精度良く判
断制御部４６による比較判断処理を行うことが可能となる。
【０１２５】
　なお、実施例３において、図１８に示す設定時間ＴＬ１は、前記実施例２と同様に例え
ば前記時間設定操作部４９を用いて任意に設定可能であり、例えば５分等の時間で設定さ
れるようになっている。　
　その他の構成は、前記実施例２と同様である。
【０１２６】
　次に、本実施例の手術システム１に設けられている送気装置３１による管腔への炭酸ガ
スの供給動作について図１８及び図１９を参照しながら説明する。なお、図１８において
は、開閉バルブ４１の開閉状態、術者の送気・送水ボタン２５ａのボタン操作、流量計測
値、単位時間の変化量（流量変化量）及び流量閾値ＲＬ、－ＲＬ、リセット信号及びタイ
マー４７のＯＮ／ＯＦＦ状態の各タイミングが示されている。
【０１２７】
　本実例の手術システム１に備えられている送気装置３１においては、電源を投入すると
、前記判断制御部４６は、図示しない記憶部に記憶された図１９に示すプログラムを起動
する。
【０１２８】
　図１９に示すように、実施例３のプログラムは、前記実施例２のプログラム（図１１参
照）において前記ステップＳ４と前記ステップＳ５との間の前記ステップＳ２０の判断処
理及びステップＳ２１の処理に替えて、ステップＳ３０の処理、ステップＳ３１の判断処
理及びステップＳ３２の処理を設けており、その他の処理手順、処理内容については実施
例２と同様である。
【０１２９】
　したがって、前記判断制御部４６は、図１９に示すように、前記実施例２と同様に前記
ステップＳ１、前記ステップＳ２を介して前記ステップＳ３の処理により、図１９に示す
時刻ｔＳにおいて、開閉バルブ４１を開くように駆動部４４を制御して炭酸ガスを管腔内
に送気する。そして、ステップＳ４の処理によりタイマー４７のカウントを開始させる。
【０１３０】
　そして、前記判断制御部４６は、実施例３で新たに付加されたステップＳ３０の処理に
より、前記比較演算部５２を制御して、に対し予め設定された設定時間前の流量計測値と
、現在の流量計測値とを用いて、単位時間（前記設定時間に相当）の流量変化量を算出さ
せる。
【０１３１】
　その後、前記判断制御部４６は、続くステップＳ３１の判断処理により、前記比較演算
部５２によって前記ステップＳ３０にて算出された単位時間の流量変化量と、前記記憶部
５３から読み出した前記流量閾値ＲＬ、－ＲＬ（絶対値）との比較を行うように演算処理
させる。
【０１３２】
　この場合、前記判断制御部４６は、前記比較演算部５２からの比較結果において、前記
単位時間の流量変化量が前記流量閾値ＲＬ、－ＲＬよりも小さい場合には送気・送水ボタ
ン２５ａ操作による観察等の手技が行われているものと判断し、カウンタ４７によるカウ
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ントを開始するとともに次のステップＳ５に処理を移行する。一方、前記単位時間の流量
変化量が前記流量閾値ＲＬ、－ＲＬ（絶対値）よりも大きい場合には送気・送水ボタン２
５ａ操作による観察等の手技が行われてないものと判断し、ステップＳ３１に処理を移行
する。
【０１３３】
　前記ステップＳ３１の処理では、前記実施例２におけるステップＳ２１の処理（図１１
参照）と同様に、前記判断制御部４６は、図１８に示す時間ｔ１（時間ｔ２、時間ｔ３、
時間ｔＹ）において、タイマー４７におけるタイマーカウントのリセット信号を前記タイ
マー４７に出力することで、このタイマー４７のカウントを停止してゼロリセットするよ
うに制御して前記ステップＳ５に処理を移行する。
【０１３４】
　以降の処理は、前記実施例１と同様に前記ステップＳ５によるタイマー４７のカウント
値と設定時間ＴＬ１（図１８参照）との比較を行い、比較結果に応じて前記ステップＳ６
の判定処理、あるいは前記ステップＳ７の告知部４８による告知制御処理が行われる。
【０１３５】
　前記ステップＳ６の処理では、判断制御部４６は、前記カウント値が前記設定時間ＴＬ
１に到達してないと判断した場合であるので、スイッチ５０がＯＦＦであるか否かを判断
し、スイッチ５０がＯＦＦでない場合は前記ステップＳ５に処理を戻し、ＯＦＦである場
合には前記ステップＳ８に処理を移行する。
【０１３６】
　一方、前記ステップＳ７により告知部４８により告知制御処理がなされた後、前記判断
制御部４６は、前記実施例２と同様に、図１８に示す時間ｔＹにおいて、ステップＳ８の
処理により、開閉バルブ４１を閉状態にするように駆動部４４を制御する。　
　すなわち、時間ｔ３において、最終的に送気・送水ボタン２５ａ操作による観察等の手
技が行われてないものと検知され、これに伴いタイマー４７がリセットされた時間ｔ４か
ら、前記設定時間ＴＬ１（例えば５分）経過後に、前記送気装置１による送気が停止する
ことになる。
【０１３７】
　したがって、本実施例によれば、前記設定時間ＴＬ１をカウントするタイマー４７のカ
ウント開始タイミングを自動的に変更できることにより、送気・送水ボタン２５ａ操作に
よる観察等の手技が行われている間は、送気停止されることはなく、また、全体的な送気
装置３１の動作時間が延長されることで、前記設定時間ＴＬ内に手技が終わらなくても、
送気装置３１による送気が停止されることもない。
【０１３８】
　また、送気・送水ボタン２５ａ操作による観察等の手技が行われなくなって設定時間Ｔ
Ｌ１経過後に、強制的に送気を停止することができるので、前記実施例２と同様にガスボ
ンベ内に貯留されている炭酸ガスが前記送気・送水ボタン２５ａから無駄に流れつづける
ことを防止できる。　
　さらに、前記実施例２の変形例１、変形例２ように内視鏡２１の種類に応じた流量閾値
を取得せずとも、精度良く判断制御部４６による比較判断処理を行うことが可能となる。
【０１３９】
　なお、本発明は、以上述べた実施例及び変形例のみに限定されるものではなく、発明の
要旨を逸脱しない範囲で種々変形実施可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１４０】
【図１】図１は本発明の実施例１に係る送気装置を有する内視鏡システムの構成例を示す
構成図。
【図２】図１の送気装置の正面図。
【図３】図１の送気装置の背面図。
【図４】図１の送気装置内部の構成例を説明するブロック図、
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【図５】送気装置の作用を説明するタイミングチャート。
【図６】送気装置の制御例を示すフローチャート。
【図７】送気・送水ボタンに設けられている孔部から炭酸ガスが噴出しているリーク状態
を説明する断面図。
【図８】送気・送水ボタンに設けられている孔部を塞いで炭酸ガスを挿入部側に送気して
いる状態を説明する断面図。
【図９】本発明の実施例２に係る送気装置の構成例を説明するブロック図。
【図１０】送気装置の作用を説明するタイミングチャート。
【図１１】送気装置の制御例を示すフローチャート。
【図１２】実施例２の変形例１の送気装置の背面図。
【図１３】変形例１の送気装置内部の構成例を説明するブロック図。
【図１４】実施例２の変形例２の送気装置を有する内視鏡システムの構成例を示す構成図
。
【図１５】変形例２の送気装置の背面図。
【図１６】変形例２の送気装置内部及び光源装置の構成例を説明するブロック図。
【図１７】本発明の実施例３に係る送気装置の構成例を説明するブロック図。
【図１８】送気装置の作用を説明するタイミングチャート。
【図１９】送気装置の制御例を示すフローチャート。
【符号の説明】
【０１４１】
　　１…手術システム、
　　２…内視鏡システム、
　　３…送気システム、
　　４…システムコントローラ、
　　５…モニタ、
　　６…集中表示パネル、
　　７…集中操作パネル、
　２１…内視鏡、
　２１ａ…上流側送気管路、
　２１ｂ…下流側送気管路、
　２２…ボンベ、
　２２…光源装置、
　２３…ＣＣＵ、
　２４…挿入部、
　２５…操作部、
　２５ａ…送気・送水ボタン、
　２５ｄ…孔部、
　２６…ユニバーサルコード、
　３１…送気装置、
　３１ａ…高圧コネクタ、
　３１ｂ…送気管路、
　３１ｃ…送気用コネクタ、
　３１ｅ…排気口、
　３２…ボンベ、
　３３…送気チューブ、
　３４…高圧ガス用チューブ、
　４０…減圧部、
　４１…開閉バルブ、
　４２…圧力計測部、
　４３…ガス残量表示部、
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　４４…駆動部、
　４５…制御部、
　４６…判断制御部、
　４７…タイマー、
　４８…告知部、
　４９…時間設定操作部、
　５０…送気スイッチ
　５１…流量計測部、
　５２…比較演算部、
　５３…記憶部。　

【図１】 【図２】
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